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「できないことをできるようにさせる」指導は、子ども達にエネルギーを使うことばか
りを求めるようになり、頑張れば頑張るほど支援者も子ども達も窮屈で行き詰まり感が
ある。

ここでは、琉球大学教育学部発達支援教育実践センターと小学校との連携事業におい
て、教頭の立場から学校のチャンスを活かした学校体制によるともに楽しむ教育実践を
通して、子ども達の学校での日常生活に視点をおいた広い意味での支援と子どもと支援
者の＜向かう力＞と＜受けとめる力＞について検討した。弱さやできなさを抱えた子ど
もたちを支援者が受けとめ、ほんの少しだけ手助けをしてもらったり、時に支援者と子
ども達が曖昧な立ち位置をとったりする中で相互構築的な支援の形がつくられ、その場
の雰囲気に支えられて子ども達は人とともにある体験を積み重ねる。このような学校の
雰囲気の変化は、教師の＜受け止める力＞を高め、子ども達の＜向かう力＞の変容を支
えたのではないかと考えられた。

Ⅰ　はじめに
崎濱ら（2013）は、琉球大学教育学部発達支

援教育実践センター（以下、センター）と小学校
における通級指導教室と特別支援学級の連携によ
る取り組みを行ってきた。「みんなで遊ぶ活動」
を自立活動の授業として位置付け、「支援者との
関係性の形成」を大切にした支援姿勢で、楽しみ
のなかから生まれてくる主体的に動き出す子ども
の＜向かう力＞とそれを＜受けとめる＞教師の変
化を報告し、その力が子ども達の学校生活への意
欲的な言動を生み、結果として「育ちと学び」へ
の基盤となったこと報告した。

武田・浦崎ら（2014）は、センターで行って
いる「トータル支援教室」の取り組における「場」
の在り方について検討した。その中で、支援者と
の関係性を支援の柱としたともに楽しむ「トータ

ル支援教室」は、児童の物事へと＜向かう力＞が
育まれる「場」であることを報告し、支援企画や
支援要素が教育活動全体の場でも活用できる可能
性を示唆している。

沖縄県は十数年来、県民上げて学力向上を推
進し、学校では数値目標を掲げ、学校体制による
取組や授業スタイルを画一化した指導等を行って
いる。

このような取り組みは、全国学習状況調査に
おいて、都道府県で２０番代の成績結果として表
れているが、付随するように、常に変化を求めら
れることやできないことをできるようにさせる指
導や数値による評価等がより強化されてきている
ようにも感じる。

表１は、「トータル支援教室」に関わっている
支援スタッフで、「今、学校は？その中で子ども
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達は？」というテーマでワークしたものをまとめ
た一部である。

＜表１　今、学校は？その中で子ども達は？のワ
ークによる学校の現状と児童生徒の様子について＞

実際、学校で子ども達に対応していると、不登
校や登校渋り、学力の二極化や人との繋がり感の
希薄さ、意欲が低下した子どもが多くなってきて
いる状況がある。また、一昔前に比べて教師同士
が安心してくつろぐことも難しくなったとの声も
耳にするようになって久しい。改めて学校は、教
師にとっても子どもたちにとっても楽しみを見い
出しにくい状況にあると痛感する。

このような状況は、特別支援教育の指導の場に
も影響を及ぼしているのではないかと思う場面を
目にすることがある。例えば、教室や職員室に入
るときは入室のあいさつをすることになっている
学校が多いが、それができないと教室や職員室に
入れないという状況があったり、交流及び共同学
習において交流学級で特別支援学級の子どもたち
が学ぶ時、教師がその時間を交流学級に迷惑にな
らないように過ごすことを目標にしていたり、ま
た、特別支援学級でも、子どもの習熟に合わせて
ただ学年を下げた学習プリントを行うだけになっ
ていたりする。
「できないことをできるようにさせる」指導は、

子ども達にエネルギーを使うことばかりを求める
ようになり、教師も頑張れば頑張るほど窮屈で行
き詰まり感がありように思える。とりわけ、障害
のある子どもたちにとっても楽しみを見出しにく
い現状になっている。子ども達は日々、学校で楽
しい時間を過ごすことができているのだろうか。

浜田（2009）は、昨今の学力論争で論議され

ている「基礎学力」や「生きる力」が、身につけ
た力を今の生活世界に組み込んで、その子どもの
世界を豊かにすることよりも、「将来」の為にと
言いつつむなしい学びを強いるだけのものになっ
ていないかと、学校教育の行く末に警鐘を鳴らし
ている。一方で、浜田（2009）は、学校は、そ
の能力や性格にも差異を抱えた子ども達を無理な
く認められる場となること、学びが子ども達を生
活の中に導かれるようにすることの必要性を強調
し、今だからこそ学校の出番だとも述べている。

このように、学校教育の現場は取り組むべき
課題が山積しているが、筆者は「学校にはチャン
スがある！」と感じることが多い。学校には、教師・
管理職の他に事務職員・用務員等、様々な立場の
人たちがいる。また、教室・運動場・プールなど
バラエティーに富んだ施設において、教科学習・
休み時間・学校行事などの様々な活動の機会があ
る。 そのような人的・物的な環境の中で、常々、
学校には朝８時の登校から午後４時の下校までの
たっぷりの時間の中で起こる偶発的な出来事を通
して、発達段階・年齢・興味の異なる子ども達と
関わることができると筆者は考えている。

崎濱ら（2014）は、センターと小学校との連
携事業において、「トータル支援教室」の支援企
画や支援要素を活かした学校体制による教育実践
が、障害のある子ども達だけでなく不登校など支
援の必要な子ども達にとっても有効であるとして
報告している。

そこで、本研究では、センターと小学校との
連携事業において、教頭の立場から学校のチャン
スを活かした学校体制によるともに楽しむ教育実
践を通して、授業以外の場も含め子ども達の学校
での日常生活に視点をおいた広い意味での支援と
子どもと教職員の＜向かう力＞と＜受け止める力
＞について検討する。

Ⅱ　方法
１　対象

（１）児童
対象児は、小学校の自閉症・情緒障害特別

支援学級や知的障害特別支援学級に在籍する
児童、発達障害のある通常学級に在籍する子
ども達である。

　　主にエピソードに出てくる子どもについて、
以下に詳細を記す。

１）A 児
小４、男児。知的障がいを伴う自閉症。学級

の子ども達との関わりは薄く、積極的に関わり
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を求める人より、穏やかに見守る大人の近くで
過ごすことが多い。コピー機に興味があり、こ
とあるごとに職員室を訪れるが、入室時のルー
ルが守れないことを理由に、コピー機を見るこ
とができないことがある。そのため、職員室近
くで奇声をあげて不快を表すことが多い。緊張
場面ではオウム返しが見られる。
② B 児

小４、男児。アスペルガー症候群。宿題をし
ていなかったり、問題が解けなかったり、友だ
ちと意見が食い違うなど日常生活においてうま
くいかないことがあるとトイレや階段の隅に座
り込んだりいて、教室にスムーズに入れない。
理科が大好きで、生き物や宇宙のことをよく知
っていて話し出すと止まらない。

（２）教職員
　学校長、教頭、教員、事務職員、用務員、図
書館司書、養護教諭、プール管理人などの教職
員の他、発達障がい対応ボランティアがいる。
筆者は教頭として本校に勤めていた。主にエ
ピソードに出てくる教職員について、以下に、
詳細を記す。

１）学校長Ａ
５０代、男性。中学校での教職経験を積んで

きたことや教育行政で長く勤めていたこともあ
り、小学生の行動を不思議さと優しい雰囲気で
理解している。これまで障がいのある子ども達
との関わりはほとんどなかったが、特別支援教育
については、積極的に関わりたいと考えている。
２）教頭Ｂ
　５０代、女性。教職歴３２年。通常学級２０
年、算数指導改善担当５年、特別支援学級２年、
通級指導教室２年。教頭としては本校に初めて
赴任し３年目。
３）事務職員Ｃ

４０代、女性。学校職員として６年間教育現
場に在籍してきたが、これまで直接児童と関わ
ったことはなく、関わる事を考えたこともほと
んどないとのことであった。

２　学校の現状
（１）本校の実態

　本校は、児童数 712 名、21 学級、教職員数
40、創立 8 年目の新しい学校で、特別支援学
級２つと通級指導教室がある。
　支援学級には、合計 12 人が在籍しており、
通級指導教室には 13 人の児童が通級してい

る。近隣に、肢体不自由特別支援学校があり、
創立以来、4 年生を対象に交流及び合同学習が
行われている。発達障がい通級指導教室が設
置されて 3 年目となり、発達障がいへの理解
が進んでいる。 

　
Ⅲ　実践の経過
　ここでは、学校の授業以外の教育活動全般にお
ける偶発的な出来事の場面を取り上げ、教職員と
子どもとの関わりについて、ビデオや写真、エピ
ソード記録をもとに記述する。

１　エピソード①
[ ルールありきでは、つながりはつくれない ] 
　これまで A 児は、「職員室に入っていいですか。」
と言えないことを理由になかなか大好きなコピー
機を見ることができず、いつも廊下で奇声を上げ
ていた。特別支援学級でプリント学習の課題がで
きたときだけ、そのご褒美として担任に伴われて
職員室に入り、コピー機を眺めることが許された。　　　　　　

そんなある日、不意に飛び込んできた A 児が、
熱心にコピー機をのぞき込んでいるので、教頭 B
も一緒にスーっと光が流れていく様子を楽しん
だ。「職員室に入っていいですか」と言えていな
い A 児が職員室に入っていることをいぶかしが
る教師もいたが、そこは教頭 B の役得と考えて
いた。

A 児と一緒にコピー機をのぞくおもしろさを他
の職員にも伝えていたある日、A 児が、教頭 B に
視線を向けるようになった。次第に一緒に見よう
と言わんばかりにのぞき込む前に教頭 B を見る
ようになっていった。「急に職員室に飛び込んで
くるとびっくりするから、失礼しますと言って
ね。」と声御をかけていたら、A 児は、「ひちゅれ
いします。」と言って職員室に入って来るように
なった。言い忘れてしまった時、「巻き戻しね」
と教頭 B が言うと、A 児は職員室の入り口に戻り

「ひちゅれいします」とやり直しができるように
なった。

２　小考察 
何人かの教職員は、A 児が職員室で教頭 B と

関わることを通して、「職員室に入ってもいいで
すか」というルールを学んでいったことを目の当
たりにしたという。このエピソードを通して、職
員室は、次第に子どもと関わる場になっていった。
そして、特別支援学級の子ども達は、授業を終え
て家に帰る前に、職員室に寄り、おしゃべりしな
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がら読み聞かせを楽しむようになった。用件を言
って職員室に入ることは苦手な子ども達も、読み
聞かせを楽しんだ後は、「失礼しました。さよう
なら。」と言って元気よく帰って行く。ルールあ
りきではあまり見ることができない風景だ。

楽しみを共有することを大切にする支援姿勢
は、彼らにとって意味のあるルールを作り、守る
体験を重ねることを支え、結果として、人に意識
を持つこととなり人の中でつくられたルールを守
る力を培っていくのだと考えられた。

そのような子ども達の姿を見てきたからこそ、
関係性の育ちが脆弱な子どもたちにとっては、ル
ールを緩やかにする支援の上にたった楽しみを共
有する体験が必要だと考えている。

３　エピソード②
[ 支援の基本は、教室に戻すことか ]

教頭 B は、校務の傍らよく職員室にいろんな
仕掛けをして子ども達の来室を待ち構えていた。
この時期は、青や緑色のスズランテープで作った
ポンポンを天井から吊り下げていた。そこへ、教
室を飛び出しやってきた B 児は、職員室をぱっ
と見るや「海ですねー」と言った。「やっぱり、
これはイソギンチャク。海でしょ。海以外にあり
えないでしょ。」すっかり海の世界に入り込んだ
Ｂ児は、早速、準備してあった白紙にサメやいろ
いろな海の生物の絵を描いていきました（図 1）。

図 1　海の生き物を描くＢ児

そして、イソギンチャクに見立てたポンポンに
描いた魚や海藻をセロハンテープでどんどん貼り
付け、「これはね、のこぎりザメだよ。」「こんな
魚だよ」Ｂ児は次第に気持ちが高ぶり、ゼスチャ
ーも交えて魚の説明をし、魚の絵を貼りつけたぽ
んぽんの周りをくるくる回り始めました。教頭Ｂ
は、海のイメージの中でまるでＢ児が魚たちと一

緒に泳いでいるかのように見えた。
Ｂ児が突然、何かを思いついたように撮影して

いたビデオのレンズに準備していた青いスズラン
テープを切り取って貼り付け、「こうすると幻想
ちゅら海水族館ですよ。」と言った。青いスズラ
ンテープ越しに見る風景は、本当に美ら海水族館
のようで、二人で職員室の海を泳ぎ回る遊びに発
展していった。Ｂ児と教頭Ｂはテープめがねを貼
り付けて、Ｂ児の作った幻想美ら海水族館にどっ
ぷりと浸っていた（図 2）。すっかり海のイメー
ジに浸り魚と遊ぶＡ児のつぶやきがすごく面白く
て、教頭 B 自身もワクワクしていた。　　

途中、職員室を横切ったが校長Ａが、「楽しそ
うだね！」と一言言って通り過ぎた。二人にはそ
の言葉がとても嬉しく、楽しさが倍増するよう
であった。「校長先生、深海魚みたい。」と教頭 B
が言うと「ま。そうだね。」とＢ児は答えていた。

図 2 めがねテープをつけて海の世界を楽しむＢ
児と教頭Ｂ

その後、Ｂ児は，学級で何かトラブルがある
と職員室を訪ねては、「例のものみせて」と言っ
てそのときの写真やビデオを一通り見ては、「な
つかしいなあ」とつぶやき、学級に戻っていくよ
うになった。

４　小考察
　この出来事は、教育課程で位置付けると自立活
動としての個別の授業と考えることができる。人
との共有体験の少ない B 児にとって、できるこ
とや好きなことを通して人と一緒に楽しむという
体験が、現実の生活に向き合うエネルギーとなっ
ていたのではないかと考える。支援の基本は、で
きることや好きなことを通して関わることからス
タートすることであると実感する。 
　教師や支援員が、教室を飛び出した子どもを教
室に戻そうと追いかけている光景を目にすること
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があるが、子どもとできることや好きなことを通
して関わることで、結果として自ら教室へ戻ると
いうことを主体的に選択することができたのだと
思われる。

５　エピソード③
[ 役割の逆転で何が起こるか ]
「校長先生、１時間目の活動に来て下さい。」　

特別支援学級の子ども達から、遊びを主体とした
体験活動へのご案内が校長Ａに届いた。その日の
活動内容は、子どもたちが考えた「動いても捕ま
らないだるまさんが転んだ」活動だった。そんな
ルールとは知らない校長Ａは、いきなり鬼にさせ
られた。校長先生といえど、子ども達から特別扱
いされることは一切なかった。鬼になってゲーム
が始まり、動いた子どもの名前を呼ぶが、誰も鬼
である校長Ａのところに来る気配がない。校長Ａ
は、子ども達の楽しそうな活き活きとした姿に、
校長Ａはひたすら「だるまさんがころんだ」と繰
り返し言っていた。頭に、死者に付ける三角のは
ちまきのような物をしている子、すーっと近寄り
校長 A から離れない子、転げ回っている子、そ
れぞれの楽しさをみんなで共有できる場になって
いた。

この活動を通して、校長 A は、子ども達にと
って、褒める人や叱る人としてではなく、楽しく
遊んだ人として、心に残る体験になったようで、
子どもたちは校長室を訪ねてはおしゃべりしてい
く姿が見られるようになっていった。

６　小考察
子ども達は、この場で、役割が逆転する体験、

相手の働きに自分を合わせる体験、人とともに楽
しさを過ごす体験を積んでいった。活動が終わっ
て職員室に戻った校長先生は、「意味がわからな
くなっていたけど、面白かった。」と言っていた。
この活動は、子ども達にとっても校長先生にとっ
ても、これまで意識の中に沈んでいたお互いが、
人として意識の中に現れていく体験をしたのだと
考えている。子ども達との関わりを楽しむ校長先
生の姿は、学校全体の雰囲気に変化を及ぼしてい
った。 

７　エピソード④
[ Ａ君との関わりを学び、子ども達の応援団に ]
　事務職員Ｃは、A 児が事務室にやってくると、

「何をするのか得たいがしれないのよね・・。だ
から、用のない子は入れません。」と言っていた。

でも、A 児を追い払っているのではないかと迷っ
たり、そうじゃないと自分を納得させたりしなが
らＡ児への対応に密かに悩んでいた。しかし、職
員室での教頭Ｂと子ども達との関わりのエピソー
ドを聴いていくうちに、揺らぎはじめていた。そ
んな中、「何か思いがあってやってくると思いま
すよ。」という教頭 B の言葉に動かされ、A 児が
事務室にやってきたある日、思い切って「ほしい
のは、のりかな？折り紙かな ?」と声をかけた。
すると A 児は「のり」と叫んでうばっていった
という。事務職員Ｃは、伝わったことが嬉しかっ
たと報告してくれた。この出来事は、事務職員Ｃ
にとっては、何をするのかわからないＡ児がカワ
イイ子と思える出来事になった。それはＡ児にと
っても伝わったようで、以来事務室は、Ａ児が自
ら行きたいと思える事務職員Ｃのいる場所になっ
ていった。

８　小考察
　事務職員Ｃは、関わることで子ども達を知るこ
とができることを体験し、子ども達のことを何か
ができる子・できない子として見るのではなく、
子ども達の興味や表現のおもしろさを見守ってく
れる良き理解者になっていったと考えられる。

９　エピソード⑤
[日常の偶発的な出来事から関わりを作っていく ]

学校生活の日常の場面で、イライラ怒って廊
下を動き回っている子に出会うことがある。何が
あったのか、どう対応すればいいのかと思い巡ら
しながら、とりあえず何気なく廊下を一緒に歩い
て行くと、次第に歩調が合いはじめる。すると、
＜何やってるの、何でついてくるの？＞と子ども
の方から問いかけてくることがある。「うーん。
一緒に歩いているだけだよ。何で？お散歩だよ。」
＜・・・。＞と子ども。「教室に戻りましょうか ?。」
＜うん。＞

１０　小考察
一緒に廊下をとぼとぼ歩いているうちに、互

いに相手の気持ちを自分の体で感じながら、いつ
の間にかとやりとりが作られ、それは気持ちの交
流となる。

学校だからこそ、違いを引き出して関わるの
ではなく、同じを探り合う関わりも必要ではない
かと感じる。
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Ⅳ　総合考察
センターと小学校との連携事業において、特別

支援学級と通級指導教室との合同授業として、と
もに楽しむ実践と学校体制による実践が並行して
進んだ。

ともに楽しむ活動は、弱さやできなさを抱え
た子どもたちを支援者が受けとめ、ほんの少しだ
け手助けをしてもらったり、時に教師と子ども達
が曖昧な立ち位置をとったりする中で、その場の
雰囲気に支えられて人と一緒に笑ったり、優しく
注目される感覚を味わう体験として積み重ねられ
た。
　更に、この取り組が、不登校や登校しぶりの子
ども達の居場所となり、活動を続ける中でエネル
ギーを蓄えて、結果として学級集団で過ごすこと
ができるようになっていった姿を見たとき、この
活動の意義が確かな手応えとして実感された。学
校には、がんばるだけでなくがんばれない自分を
受け止めてくれる安心・安全な場や人も必要なの
だと痛感する。

それは、浜田（2009）のいう子どもの世界の
豊かさであり、そこでの学びが子ども達を生活の
中に導かれることになるのではないかと考える。

ともに楽しむ取り組みを通して、学校にいる
子ども達や教職員が、教える人・教えられる人の
関係でなく、時には横並びの関係の中で、相互構
築的な支援のかたちがつくられていく。子ども達
とともにつくる相互性によって、教職員も今まで
気付かなかった子ども達の新たな面を知り、その
ことが新たな関わりをつくっていく。その連鎖が、
相互の変化に影響を及ぼし、結果として子ども達
は他者と場を共有する力を培い他者との関わりを
広げていった。

相互の変化が、教師の＜受け止める力＞を高
め、子ども達の＜向かう力＞の変容を支えたので
はないかと考えられた。 

Ⅴ　おわりに
学校は、様々な教育観を持った教職員で組織

された集団である。
「ともに楽しむ」という視点を教育の場に持ち

込むことは、かなりの困難さを伴った。実際に「遊
んでばかりいていいのか」「楽しいことが子ども
の何になるのか」という声はよく聞かれた。

トータル支援教室の実践成果である「楽しい
体験活動」から生まれてくる＜向かう力＞や＜受
けとめる力＞について、それを知らない相手に言
語化することは難しく、うまく伝えることができ

ないもどかしさがあった。
教頭 B は、とにかく子ども達にとって楽しい

ことをまずやってみようと思ってきた。その糸口
として、子ども達の興味関心を活かしたともに楽
しむ遊びを仕組んでいった。楽しむなかで子ども
達の自然で自発的な振る舞いが出る。周囲の笑い
も引き出しながら、そこで生まれてくるものが、
人と繋がる力やその場にいられる力となり、人と
関わる力になっていくことを手応えとして掴んで
きた。その手応えを子どもに向き合おうとする気
持ちの共有を図るために教職員に伝え、「話す」
ことをあきらめずに時間を割いた。

さらに、この取り組が、不登校や登校しぶり
の子ども達の居場所となり、活動を続ける中でエ
ネルギーを蓄えて、結果として学級集団で過ごす
ことができるようになっていった姿を見たときこ
の活動の意義を確かな手応えとして実感した。学
校には、頑張るだけでなく、頑張れない自分を受
けとめてくれる安心・安全な場や人も必要である。
むしろそこが保証されるからこそ、人は頑張れる
のではないかと思う。
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